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国
境
を
越
え
る
安
吾
文
学
の
魅
力
と
可
能
性
を
、

新
潟
市
出
身
の
翻
訳
家
で
韓
国
文
学
に
も
詳
し
い
斎

藤
真
理
子
さ
ん
と
、芥
川
賞
作
家
の
藤
沢
周
さ
ん
の

講
演
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
各
国
の

安
吾
研
究
者
な
ど
に
よ
る
発
表
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
、各
国
で
の
安
吾
文
学
の
読
ま

れ
方
、作
品
を
通
じ
て
の
国
境
を
超
え
た
相
互
理
解

や
国
際
交
流
の
可
能
性
ま
で
掘
り
下
げ
ま
す
。

日
時　

10
月
18
日（
日
）13
時
〜
16
時
30
分

第
１
部
／
生
誕
１
２
０
周
年
記
念
講
演

斎
藤
真
理
子（
韓
国
語
翻
訳
家
、著
述
家
）

「
翻
訳
家
か
ら
見
た
韓
国
、日
本
そ
し
て
安
吾
」

藤
沢
周（
作
家
）

「
タ
ン
テ
イ
安
吾
の
張
り
込
み
術
」

第
２
部
／
各
国
代
表
者
に
よ
る
発
表
＆
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
各
国
代
表
者
に
よ
る
発
表
│
│
自
国
で
の
安
吾
の

読
ま
れ
方
に
つ
い
て

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
│
│
安
吾
文
学
の
普

遍
性
と
新
た
な
る
可
能
性

海
外
パ
ネ
リ
ス
ト
／
呉
玥
瑶（
ご
・
げ
つ
よ
う
／
中

国
）、黄
益
九（
フ
ァ
ン
・
イ
ッ
ク
／
韓
国
）、ア
ン
ド

レ
イ
・
フ
ェ
シ
ュ
ン（
ロ
シ
ア
）

場
所
／
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ
新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館
・

能
楽
堂

定
員
／
２
０
０
名（
先
着
順
・
要
申
し
込
み
）　   

参
加
費
／
無
料

お
申
し
込
み
／
①
坂
口
安
吾
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
か
ら
お
申
し
込
み

② 

①
に
て
申
請
が
難
し
い
方
は
、新
潟
市
役
所
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー（
０
２
５̶

２
４
３̶

４
８
９
４
）へ
電
話

受
付
期
間
／
９
月
23
日（
水
）８
時
〜
10
月
14
日（
水
）

21
時

参
加
を
希
望
す
る
全
員
の
氏
名
、代
表
者
の
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
坂
口
安
吾
生
誕
祭
実
行
委
員
会 

事
務
局

（
新
潟
市
文
化
政
策
課
内
）

０
２
５̶

２
２
６-

２
６
２
４　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

坂
口
安
吾
の
作
品
世
界
を「
診
療
」に
見
立
て
て
体

験
す
る
展
示
企
画
で
す
。

会
期
／
10
月
16
日（
金
）〜
10
月
20
日（
火
）

時
間
／
16
日（
金
）〜
18
日（
日
）９
時
30
分
〜
19
時
30

分19
日（
月
）〜
20
日（
火
）９
時
30
分
〜
17
時
30
分

会
場
／
り
ゅ
ー
と
ぴ
あ 

新
潟
市
民
芸
術
文
化
会
館 

４
Ｆ 

ギ
ャ
ラ
リ
ー

入
場
料
／
無
料　

定
員
／
な
し　

申
込
／
不
要

問
合
せ
／
坂
口
安
吾
生
誕
祭
実
行
委
員
会 

事
務
局

（
新
潟
市
文
化
政
策
課
内
）

０
２
５̶

２
２
６-

２
６
２
４　
　
　
　

会
期
／
①
９
月
１
日（
火
）ま
で
開
催
中

         

②
９
月
３
日（
木
）〜
11
月
３
日（
火
）

会
場
／
ほ
ん
ぽ
ー
と（
新
潟
市
立
中
央
図
書
館
） 

２

Ｆ 
特
別
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
室

入
場
料
／
無
料

問
合
せ
／「
安
吾 
風
の
館
」事
業
室 

０
２
５̶

２
２
２

̶

３
０
６
２

　

坂
口
安
吾
生
誕
１
２
０
年
の
節
目
を
迎
え
た
、２

０
２
６
年
に
発
刊
さ
れ
た
書
籍『
新
潟
県
人
物
小
伝 

坂
口
安
吾
』を
一
人
で
も
多
く
の
方
に
届
け
、安
吾

を
次
の
世
代
へ
伝
え
た
い
。

皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

受
付
期
間
／
２
０
２
６
年
９
月
末
ま
で
実
施
中　

目

標
金
額
／
３
８
０
万
円　

申
込
方
法
／
寄
付
サ
イ
ト「
コ
ン
グ
ラ
ン
ト
」、シ
ネ
・

ウ
イ
ン
ド
窓
口

資
金
の
使
い
み
ち
／

①
書
籍『
新
潟
県
人
物
小
伝 

坂
口
安
吾
』の
出
版
・
普

及
費
用
と
し
て

②
安
吾
の
会
の
運
営
・
広
報
の
た
め
に

『
安
吾
探
索
ノ
ー
ト
』の
制
作
や
読
書
会
の
運
営
費
、

「
安
吾 

風
の
館
」再
開
の
た
め
の
活
動
な
ど
の
費
用

問
合
せ
／
安
吾
の
会 

事
務
局 

０
２
５̶

２
４
３̶

５

５
３
０

　

７
月
４
日（
土
）、１
８
０
名
が
集
い
、盛
大
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
熱
気
を
こ
こ
に
報
告

致
し
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、坂
口
安
吾
を
単
な
る
過
去
の

文
学
者
に
と
ど
め
ず
、現
代
、そ
し
て
未
来
へ
と
つ

な
ぐ
新
潟
の
重
要
な
文
化
資
産
と
し
て
再
評
価
・
発

信
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

幅
広
い
世
代
の
参
加
者
が
集
ま
り
、安
吾
の
精
神
を

多
角
的
に
見
つ
め
直
す
極
め
て
有
意
義
な
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、作
家
の
荻
野
ア
ン
ナ

氏
が「
安
吾
は
現
在
も
生
き
て
い
る
」と
題
し
て
登

壇
。『
日
本
文
化
私
観
』や『
堕
落
論
』な
ど
の
代
表
作

を
現
代
的
視
点
か
ら
明
快
に
読
み
解
き
、安
吾
の
思

想
を「
現
代
を
生
き
る
た
め
の
指
針
」と
し
て
提
示
し

ま
し
た
。
安
吾
に
は「
人
を
良
い
方
向
へ
動
か
す
力

が
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
新
潟
市
の
名
誉
市
民
に
ふ
さ

わ
し
い
」と
力
強
く
訴
え
ら
れ
た
姿
は
、参
加
者
に

大
き
な
勇
気
を
与
え
ま
し
た
。

　

続
く
第
２
部
の
専
門
家
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、「
現
代
に
お
け
る
坂
口
安
吾
の
意
義
」に
つ

い
て
深
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
荻
野
氏
は
、

時
代
の
モ
ラ
ル
で
は
な
く
、自
ら
の
価
値
観
を
貫
い

た「
日
本
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
」と
し
て
安
吾
を
説

明
。
七
北
数
人
氏
は
、固
定
観
念
を
疑
い
、自
ら
の
感

覚
を
大
切
に
す
る「
人
間
主
義
・
実
感
主
義
」の
視
点

を
示
し
、森
澤
真
理
氏
は
、「
生
き
よ
、堕
ち
よ
」と
い

う
言
葉
が
示
す
、自
ら
の
人
生
を
生
き
る
重
要
性
を

語
り
ま
し
た
。
三
氏
の
言
葉
か
ら
、安
吾
の
思
想
が

現
代
社
会
に
こ
そ
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
共
通

認
識
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
討
論
で
は
、安
吾
を
世
界
へ
発
信
で
き
る

「
文
化
資
産
」と
位
置
付
け
、名
誉
市
民
の
称
号
や
文

学
館
の
再
整
備
、若
い
世
代
へ
の
継
承
な
ど
、多
方

面
に
わ
た
る
提
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
篠
田

昭
氏
が「
坂
口
安
吾
の
精
神
に
裏
打
ち
さ
れ
た〝
異
議

申
し
立
て
〞の
で
き
る
新
潟
で
あ
り
た
い
」と
締
め
く

く
り
、地
域
文
化
を
育
ん
で
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を

述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
も
、安
吾
の
魅
力
再
発
見
の
声
や
文

化
政
策
へ
の
活
用
を
期
待
す
る
意
見
、今
後
の
活
動

へ
の
貴
重
な
提
言
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、新
潟
の
未
来

の
文
化
振
興
を
推
し
進
め
る
確
か
な
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。（
小
山 

進
）　

　

安
吾
の
作
品
で
好
き
な
物
は
と
問
わ
れ
ば
、歴
史

小
説
と
答
え
ま
す
。
そ
ん
な
私
が
小
田
原
文
学
館
を

訪
れ
た
の
は
５
月
24
日（
日
）小
田
原
文
学
館
貴
重
資

料
特
別
公
開「
安
吾
と
画
乱
洞
と
そ
の
周
辺
」最
終
日

で
し
た
。
安
吾
は
三
好
達
治
の
誘
い
で
昭
和
15
年
１

月
茨
城
県
取
手
か
ら
小
田
原
に
転
居
。
居
を
構
え
て

い
た
の
は
翌
年
７
月
ま
で
の
１
年
半
で
し
た
が
、そ

の
間
に
安
吾
は
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
と
交
流
、中
で
も
、

看
板
職
人
山
内
画
乱
洞（
本
名
直
孝
）と
親
し
く
付
き

合
っ
た
よ
う
で
す
。
画
乱
洞
と
は
我
乱
洞
、我
蘭
堂

な
ど
と
も
表
記
さ
れ「
金
や
財
産
に
縁
の
な
い
カ

ラ
ッ
ポ
の
男
」の
意
味
を
含
ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

貧
し
く
て
も
自
分
を
頼
っ
て
く
る
人
が
い
れ
ば
も
て

な
す
、展
示
品
の
彼
の
名
刺
に
は
、貴
賤
無
差
別
盃

友
一
切
平
等
天
下
御
免
酒
道
場
西
水
居
山
内
我
乱
洞

と
記
載
。
そ
の
人
柄
に
魅
か
れ
て
、多
く
の
作
家
や

画
家
が
や
っ
て
き
た
と
の
記
録
、安
吾
も
そ
の
一
人
。

安
吾
は
後
に
小
説『
真
珠
』内
で「
ガ
ラ
ン
ド
ウ
」と
し

て
登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。
展
示
品
で
目
を
引
い
た
物

は「
山
内
画
乱
洞
日
記
帳
」で
安
吾
と
の
交
遊
状
況
も

記
載
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
で
し
た
。
尚
、小
田
原
文

学
館
で
は
、令
和
元
年
６
月
に
特
別
展「
坂
口
安
吾
」

が
で
き
る
ま
で
を
催
し
て
い
ま
し
た
。
さ
て
、小
田

原
文
学
館
へ
行
く
に
は
小
田
原
駅
よ
り
徒
歩
20
分
。

小
田
原
駅
東
口
か
ら
バ
ス
も
出
て
い
ま
す
。
敷
地
内

に
は
本
館
、か
ら
た
ち
の
小
径
を
含
む
庭
園
、別
館

白
秋
童
謡
館
な
ど
見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。
最
後
に
安

吾
は
小
田
原
に
引
越
そ
う
そ
う
に
三
好
達
治
か
ら
す

す
め
ら
れ
た
切
支
丹
に
関
す
る
文
献
を
読
み
あ
さ

り
、昭
和
15
年
７
月
に
初
の
歴
史
小
説『
イ
ノ
チ
ガ

ケ
』を
発
表
、歴
史
探
偵
、坂
口
安
吾
誕
生
で
す
。（
藤

井 

康
夫
）

　

安
吾
は
、地
域
史
や
古
墳
の
被
葬
者
に
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
し
た
。
桐
生
に
移
っ
て
の
ち
、作
家
の
南

川
潤
や
考
古
学
者
の
周
東
隆
一
ら
と
神
社
や
古
墳
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
今
回
展
示
す
る
土
器
は
、１
９
５

２
年
３
月
23
日
に
太
田
市
天
神
山
古
墳
付
近
で
採
集

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

場
所
／
ま
い
ぶ
ん
ポ
ー
ト（
新
潟
市
文
化
財
セ
ン

タ
ー
新
潟
市
西
区
木
場
２
７
４
８̶

１
）

期
間
／
２
０
２
６
年
９
月
１
日（
火
）〜
11
月
15
日

（
日
）

時
間
／
平
日
９
時
〜
17
時
、土
日
祝
日
10
時
〜
16
時

休
館
日
／
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
翌
日
）、９
月
８
日

〜
13
日
・
24
日
、11
月
４
日　

「
坂
口
安
吾
フ
ォ
ー
ラ
ム 

in 

新
潟
」の

開
催
を
終
え
て

小
田
原
安
吾
展
報
告

坂
口
安
吾
生
誕
祭
１
２
０

ミ
ニ
展
示 

安
吾
と
考
古
学

編
集
後
記

環
日
本
海
・
坂
口
安
吾
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

│
│
海
を
越
え
て
広
が
る
安
吾
文
学
の
新
た
な
る
可
能
性

坂
口
安
吾
企
画
展
「
処
方
箋
文
庫
®
」

生
誕
１
２
０
年
記
念

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

坂
口
安
吾
展 

初
公
開 「
信
長
」
自
筆
原
稿

荻野アンナ氏による基調講演

斎藤真理子

藤沢周

スマホでこちらから
ご支援いただけます 

返礼品の一例

坂
口
安
吾

生
誕
祭12

0

坂口安吾
生誕祭
120
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当
時
、安
吾
の
も
と
へ
は
数
多
く
の
フ
ァ
ン
レ

タ
ー
が
届
い
て
い
た
。
本
書
簡
内
に
安
吾
自
身
も
記

し
て
い
る
と
お
り
、極
度
に
忙
し
い
時
期
で
も
あ
り
、

見
知
ら
ぬ
青
年
に
返
事
を
書
く
こ
と
自
体
、非
常
に

稀
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
原
稿
用

紙
六
枚
も
の
長
さ
は
尋
常
で
な
い
。

　

山
本
青
年
の
送
っ
た
手
紙
は
残
っ
て
い
な
い
の
で

内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、安
吾
の
胸
に
強
く
響
く
真

摯
な
文
章
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。「
堕
落
論
」か

ら
受
け
た
衝
撃
や
小
さ
な
疑
問
と
と
も
に
、人
間
の

生
き
方
に
つ
い
て
の
真
剣
な
問
い
か
け
、「
人
間
を

肯
定
し
た
い
」思
い
、「
真
・
善
・
美
」と
い
う
言
葉
な

ど
も
書
か
れ
て
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

山
本
青
年
は『
新
潮
』だ
け
は
読
ん
で
い
た
ら
し
い

の
で
、本
書
簡
執
筆
よ
り
前
、『
新
潮
』十
月
号
に
載
っ

た「
デ
カ
ダ
ン
文
学
論
」も
読
ん
で
い
た
だ
ろ
う
。

「
失
敗
せ
ざ
る
魂
、苦
悩
せ
ざ
る
魂
、そ
し
て
よ
り
良

き
も
の
を
求
め
ざ
る
魂
に
真
実
の
魅
力
は
す
く
な

い
」

「
め
い
め
い
が
各
自
の
独
自
な
そ
し
て
誠
実
な
生
活

を
も
と
め
る
こ
と
が
人
生
の
目
的
で
な
く
て
、他
の

何
物
が
人
生
の
目
的
だ
ら
う
か
」

　

等
々
、本
書
簡
と
通
底
す
る
真
っ
直
ぐ
な
言
葉
が

す
で
に「
デ
カ
ダ
ン
文
学
論
」に
こ
め
ら
れ
て
い
た
。

　

同
月
発
表
の
小
説「
い
づ
こ
へ
」に
も
、デ
カ
ダ
ン

な
生
活
の
な
か
で「
無
償
の
行
為
」を
考
え
つ
づ
け
る

主
人
公
の
姿
が
あ
る
。

　

こ
の
十
一
月
半
ば
ご
ろ
書
か
れ
た「
模
範
少
年
に

疑
義
あ
り
」も
、不
良
少
年
た
ち
が
近
隣
の
人
々
の

命
を
守
る
た
め
懸
命
に
消
火
活
動
に
当
た
っ
た「
無

償
の
行
為
」の
美
し
さ
を
讃
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。

「
私
は
、今
書
い
て
ゐ
る
長
篇
小
説
の
こ
と
で
頭
が

一
杯
で
」と
あ
る「
長
篇
小
説
」と
は
、「
女
体
」に
始

ま
る
連
作
長
篇「
恋
を
探
し
て
」の
こ
と
な
の
か
、翌

年
二
月
十
六
日
か
ら
連
載
が
始
ま
る「
花
妖
」の
こ
と

か
判
然
と
し
な
い
。ち
ょ
う
ど
こ
の
十
一
月
末
に「
恋

を
探
し
て
」の
第
二
話「
恋
を
し
に
行
く
」を
書
き
終

え
る
が
、相
前
後
す
る
時
期
、「
花
妖
」の
連
載
依
頼

も
来
た
は
ず
だ
が
、十
一
月
の
段
階
で「
今
書
い
て

ゐ
る
」と
言
え
る
の
は「
恋
を
探
し
て
」し
か
厳
密
に

は
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　

一
九
四
六
年
七
月
初
旬
、中
央
公
論
社
か
ら
長
篇

に
没
頭
す
る
な
ら
そ
の
間
の
生
活
費
を
出
す
と
い
う

約
束
を
得
る
が
、そ
の
時
点
で
は
と
り
あ
え
ず
書
け

る
だ
け
の
短
篇
を
書
く
決
意
を
固
め
て
い
た
。

　

十
月
下
旬
に
な
っ
て
、竹
村
書
房
の
竹
村
坦
や
尾

崎
士
郎
に
宛
て
て
、十
一
月
と
十
二
月
の
二
カ
月
は

長
篇
に
没
頭
す
る
た
め
、約
束
の
短
篇
を
か
た
づ
け

る
の
に
大
忙
し
で
あ
る
旨
、書
き
送
っ
て
い
る
。
し

か
し
、ざ
っ
と
数
え
上
げ
て
み
て
も「
風
と
光
と
二

十
の
私
と
」「
私
は
海
を
だ
き
し
め
て
ゐ
た
い
」「
家

康
」「
母
の
上
京
」「
戯
作
者
文
学
論
」「
模
範
少
年
に
疑

義
あ
り
」「
ぐ
う
た
ら
戦
記
」「
道
鏡
」「
恋
を
し
に
行

く
」な
ど
の
ほ
か
エ
ッ
セ
イ
も
数
多
く
あ
り
、ど
れ

だ
け
徹
夜
し
て
も
十
月
い
っ
ぱ
い
で
書
き
上
げ
る
の

は
不
可
能
な
状
況
だ
っ
た
。

　

山
本
青
年
宛
の
本
書
簡
執
筆
時
も
、長
篇
は
ま
だ

構
想
段
階
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
来
年
の
三
四
月
頃「
中
央
公
論
社
」か
ら「
日
本
文
化

私
観
」と
い
ふ
僕
の
評
論
集
が
で
ま
す
」と
あ
る
の
が

『
堕
落
論
』の
こ
と
と
思
わ
れ
、当
初
は『
日
本
文
化

私
観
』と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
刊
行
予
定
だ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
神
奈
川
近
代
文
学
館
の
特
別
展「
没
後

70
年 

坂
口
安
吾
展 

あ
ち
ら
こ
ち
ら
命
が
け
」に
て

初
公
開
さ
れ
た
中
央
公
論
社
の
栗
本
和
夫
・
小
瀧
穆

宛
安
吾
書
簡
に
も『
日
本
文
化
私
観
』の
タ
イ
ト
ル
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
簡
は
、エ
ッ
セ
イ
集
の
版

権
を
中
公
か
ら
銀
座
出
版
社
へ
移
譲
さ
せ
て
ほ
し
い

と
嘆
願
す
る
内
容
な
の
で
、一
九
四
七
年
四
月
末
ご

ろ
書
か
れ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

三
千
代
が
盲
腸
炎
か
ら
腹
膜
炎
に
な
っ
て
急
遽
南

雲
医
院
で
手
術
、入
院
と
な
っ
た
の
が
そ
の
頃
で
、

安
吾
は
手
術
後
す
ぐ
に
銀
座
出
版
社
の
編
集
者
水
上

正
寛
に
来
て
も
ら
い
、右
の
と
お
り
に
手
筈
を
と
と

の
え
た
。
そ
の
顛
末
は
、水
上
正
寛「
名
著
の
履
歴

書
『̶
堕
落
論
』」（『
図
書
新
聞
』一
九
六
六
年
六
月
二

十
五
日
〜
七
月
二
日
、『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書

「
石
川
淳
・
坂
口
安
吾
」』有
精
堂
出
版 

一
九
七
八
に

収
録
）に
詳
し
い
。

　

新
発
見
の
栗
本
和
夫
・
小
瀧
穆
宛
書
簡
で
は
、部

数
が「
一
千
部
で
は
困
り
ま
す
」と
金
銭
上
の
理
由
の

み
し
た
た
め
ら
れ
て
い
る
が
、水
上
の
証
言
に
よ
れ

ば
、手
術
と
入
院
療
養
費
の
早
急
な
捻
出
の
た
め
で

あ
り
、中
公
か
ら
の
出
版
は
時
日
が
か
か
り
す
ぎ
る

こ
と
が
版
元
変
更
の
一
番
の
理
由
で
あ
っ
た
。

　

実
際
、安
吾
の
本
を
刊
行
し
た
い
と
中
公
が
申
し

出
た
の
は
、先
に
記
し
た
と
お
り
一
九
四
六
年
七
月

初
旬
か
ら
で
、書
き
お
ろ
し
長
篇
を
出
す
話
や
、「
白

痴
」を
軸
と
す
る
創
作
集
、エ
ッ
セ
イ
集
な
ど
多
数

の
本
を
中
公
か
ら
出
す
約
束
が
十
月
ま
で
に
で
き
て

い
た（
一
九
四
六
年
十
月
二
十
日
付 

竹
村
坦
宛
書

簡
）。

　

し
か
し
、た
と
え
ば
創
作
集『
白
痴
』の
後
記
は
、

十
一
月
八
日
に
書
き
上
げ
て
早
く
に
中
公
へ
渡
し
て

あ
っ
た
が
、刊
行
さ
れ
た
の
は
半
年
後
の
五
月
十
日

で
あ
っ
た
。こ
れ
だ
け
時
間
が
か
か
る
の
で
あ
れ
ば
、

三
月
か
四
月
刊
行
予
定
だ
っ
た
安
吾
の
次
の
本
、

エ
ッ
セ
イ
集『
日
本
文
化
私
観
』も
、四
月
末
時
点
で

ま
だ
刊
行
予
定
月
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

　

新
興
の
銀
座
出
版
社
は
、わ
ず
か
数
カ
月
で『
逃

げ
た
い
心
』を
刊
行
し
て
く
れ
た
実
績
が
あ
っ
た
。

そ
の
立
役
者
が
水
上
正
寛
で
あ
っ
た
か
ら
、安
吾
は

水
上
に
絶
対
の
信
頼
を
お
い
て
い
た
。

『
日
本
文
化
私
観
』の
タ
イ
ト
ル
が『
堕
落
論
』に
変

わ
っ
た
の
は
、銀
座
出
版
社
の
提
案
で
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

山
本
明
青
年
は
安
吾
か
ら
の
返
信
を
生
涯
た
い
せ

つ
に
保
管
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
い
っ
た
ん
旧
大
阪

商
科
大
学
へ
進
む
が
一
年
ほ
ど
で
中
退
し
、安
吾
の

助
言
に
沿
う
よ
う
に
、新
た
に
東
京
大
学
独
文
科
へ

入
学
し
直
し
、一
九
五
一
年
に
卒
業
後
は
ド
イ
ツ
語

学
者
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
六
五
年
に

東
京
大
学
教
養
学
部
助
教
授
、の
ち
教
授
、名
誉
教

授
と
な
り
、二
〇
一
五
年
、八
十
八
歳
で
逝
去
し
た
。

編
著
書
に『
現
代
独
和
辞
典
』『
現
代
和
独
辞
典
』（
三

修
社
）、『
ド
イ
ツ
語
入
門　

教
室
と
自
修
の
た
め
の
』

（
同
学
社
）な
ど
が
あ
る
。

『
国
文
学
』一
九
七
九
年
十
二
月
号
な
ど
に
安
吾
論
を

発
表
し
て
い
る
社
会
学
者
の
山
本
明（
一
九
三
二
‐
九

九
）と
は
別
人
で
あ
る
。

　

本
書
簡
は
山
本
明
氏
の
遺
族
か
ら
松
之
山
安
吾
の

会
に
寄
贈
さ
れ
、二
〇
二
五
年
九
月
十
三
日『
新
潟

日
報
』と『
桐
生
タ
イ
ム
ス
』に
発
見
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
た
ほ
か
、ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト「
十
日
町
タ
ウ
ン

情
報
」に
も
写
真
や
詳
し
い
発
見
の
経
緯
が
掲
載
さ

れ
た
。
二
〇
二
六
年
春
か
ら
十
日
町
市
の
大
棟
山
美

術
博
物
館（
坂
口
安
吾
記
念
館
）に
て
公
開
展
示
さ
れ

て
い
る
。

山
本
明
宛　

一
九
四
六
年
十
一
月
十
七
日

（
封
書 

速
達 

創
生
社
の
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
六
枚
）

表　

和
歌
山
県
伊
都
郡
河
根
村
大
字
河
根

　
　

山
本
明
様

裏　

東
京
都
蒲
田
区
安
方
町
九
四　

坂
口
安
吾

（
消
印
は
21
・
11
・
18
）

　

御
手
紙
見
ま
し
た
。

　

人
間
を
肯
定
し
た
い
と
い
ふ
君
の
考
へ
は
、よ
く

分
り
ま
す
。
そ
し
て
、君
が
、人
か
ら
借
り
物
の
考
へ

で
な
し
に
、自
分
の
力
で
、自
分
の
身
体
で
、考
へ
て

ゐ
る
精
一
杯
の
態
度
に
、敬
意
を
払
ふ
も
の
で
す
。

　

僕
も
君
ぐ
ら
ゐ
の
時
に
、そ
し
て
、二
十〔「
七
八
」

と
書
い
て
消
し
〕六
七
の
頃
ま
で
、人
間
の
す
べ
て

を
た
ゞ
肯
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
歩
き
は
じ
め
た
こ
と

を
覚
え
て
ゐ
ま
す
。

　

僕
の
現
在
あ
る
や
う
な
思
想
、つ
ま
り
堕
落
論
そ

の
他
、小
説
も
評
論
も
同
じ
も
の
だ
け
れ
ど
も
、そ

の
激
し
さ
に
君
が
つ
い
て
こ
れ
な
か
つ
た
ら
、決
し

て
つ
い
て
く
る
必
要
は
な
い
。
思
想
に
軽
率
な
飛
躍

は
最
も
禁
物
で
す
。
と
こ
と
ん
ま
で
、君
の
人
間
肯

定
を
つ
き
つ
め
て
行
つ
て
く
れ
た
ま
へ
。
始
め
か
ら

結
論
を
持
つ
て
は
い
け
な
い
。
た
ゞ
、自
分
の
本
当

の
心
を
見
つ
め
る
の
で
す
。

　

君
の
真
剣
な
問
ひ
に
対
し
て
、ゆ
つ
く
り
返
事
を

書
く
暇
が
な
い
の
は
本
当
に
残
念
で
す
。
君
の
や
う

に
、と
も
か
く
精
一
杯
、よ
り
良
く
生
き
よ
う
と
す

る
少
年
の
た
め
に
、何
を
措
い
て
も
、書
い
て
や
り

た
い
責
任
を
感
じ
て
ゐ
ま
す
。
然
し
、本
当
に
忙
し

い
の
で
す
。
今
、私
は
、今
書
い
て
ゐ
る
長
篇
小
説
の

こ
と
で
頭
が
一
杯
で
、ど
う
し
て
も
、身
を
入
れ
て

手
紙
を
書
く
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

君
は「
新
潮
」だ
け
し
か
読
ま
な
い
ら
し
い
の
で
、

特
に
君
の
僕
か
ら
受
け
入
れ
た
も
の
は
不
具
で
あ

り
、補
足
し
て
書
き
た
い
気
持
が
一
杯
で
す
が
、軽

率
に
補
足
す
る
こ
と
は
却
つ
て
い
け
な
い
こ
と
な
の

で
、も
う
暫
く
、我
慢
し
て
く
れ
た
ま
へ
。
多
分
、来

年
の
三
四
月
頃「
中
央
公
論
社
」か
ら「
日
本
文
化
私

観
」と
い
ふ
僕
の
評
論
集
が
で
ま
す
。
そ
れ
が
で
る

ま
で
我
慢
し
て
、そ
し
て
、そ
れ
を
読
ん
で
下
さ
い
。

そ
れ
が
で
た
ら
、君
に
必
ず
送
つ
て
あ
げ
ま
す
。
君

の
マ
ヂ
メ
な
生
き
方
に
対
す
る
僕
の
贈
り
物
で
す
。

　

僕
は
た
ゞ
、君
に
お
断
り
し
て
お
く
が
、君
に
物

を
教
へ
て
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
や
う
な
偉
い
人
間

で
は
な
い
。
僕
自
身
、何
も
分
つ
て
ゐ
な
い
の
だ
。

僕
は
暗
闇
を
手
探
り
で
歩
い
て
ゐ
る
人
間
で
す
。

　

た
ゞ
、多
少
、ひ
け
ら
か
し
て
言
へ
ば
、僕
は
僕
の

生
き
方
に
生
命
を
賭
け
て
ゐ
ま
す
。
君
の
想
像
も
及

ば
ぬ
や
う
な
愚
行
の
み
し
て
ゐ
ま
す
が
、よ
り
良
く

生
き
た
い
と
い
ふ
希
ひ
だ
け
は
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
。
た
ゞ
、そ
れ
だ
け
だ
。

　

私
は
二
十
七
八
か
ら「
無
償
の
行
為
」と
い
ふ
こ
と

を
考
へ
つ
ゞ
け
て
ゐ
ま
す
。
人
の
た
め
、報
酬
な
く
、

己
れ
を
捧
げ
つ
く
す
こ
と
が
人
間
の
最
も
偉
大
な
仕

事
で
は
な
い
か
と
、考
へ
、あ
こ
が
れ
て
ゐ
ま
す
。

た
ゞ
、私
は
そ
れ
が
実
行
で
き
な
い
の
で
す
。
私
は

人
の
為
ど
こ
ろ
か
、自
分
の
た
め
に
、人
の
犠
牲
を

強
要
す
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
の
小
説
で
は
、常
に
善
人
を
描
く
つ
も
り
で
出

発
し
て
、ど
う
し
て
も
、悪
人
に
な
つ
て
し
ま
ふ
の

で
す
。
私
は
悪
人
は
書
き
た
く
な
い
。
け
れ
ど
も
、

私
は
、私
自
身
を
い
つ
は
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
善

人
を
書
く
つ
も
り
で
、ど
う
し
て
も
、悪
い
、汚
い
、

醜
い
魂
を
書
い
て
し
ま
ふ
の
で
す
。

　

君
が
も
し
、本
当
に
人
間
が
肯
定
し
た
か
つ
た
ら
、

た
め
ら
ひ
給
ふ
な
、人
間
を
肯
定
す
る
こ
と
に
精
魂

を
つ
く
し
て
く
れ
た
ま
へ
。

　

思
想
は
生
活
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
生
き
方

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
思
想
の
や
う
に
生
き
る

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、君
は
君
自
身
を
疑
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
然
し
、正
し
い
と
信
じ
た
こ
と
は
、行

は
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

利
己
主
義
は
い
け
な
い
に
極
つ
て
ゐ
ま
す
。
け
れ

ど
も
、甘
ん
じ
て
、人
に
だ
ま
さ
れ
、踏
み
つ
け
ら
れ
、

そ
れ
で
も
平
気
で
人
の
た
め
に
生
き
る
だ
け
の
実
際

の
魂
が
な
い
以
上
、先
づ
、己
れ
に
徹
す
る
こ
と
が

必
要
で
せ
う
。

　

私
は
書
き
す
ぎ
た
や
う
だ
。
軽
率
に
書
い
て
は
い

け
な
い
か
ら
、私
は
や
め
ま
す
。
君
の
た
め
に
、ゆ
つ

く
り
返
事
を
書
い
て
あ
げ
ら
れ
な
い
の
が
、本
当
に

残
念
だ
。

　

こ
の
手
紙
は
、あ
ま
り
、ム
キ
に
な
つ
て
、読
ま
な

い
や
う
に
。
粗
雑
だ
か
ら
。
私
は
今
、本
当
に
、だ
め

な
ん
だ
。
何
も
、考
へ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
。

仕
事
の
こ
と
で
頭
が
一
杯
だ
か
ら
。
許
し
て
く
れ
た

ま
へ
。

　

人
間
を
肯
定
す
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ
。
も
し
本

当
に
肯
定
し
得
る
な
ら
、そ
れ
以
上
、よ
い
こ
と
は

な
い
の
で
す
。
常
に
自
己
に
誠
実
に
、そ
し
て
、よ
り

良
く
、生
き
る
こ
と
を
、終
生
の
目
的
と
す
る
こ
と

で
す
。

　

あ
せ
つ
て
は
い
け
な
い
。
私
の
思
想
な
ど
、反
撥

し
、反
抗
し
、そ
し
て
蹴
破
つ
て
く
れ
て
結
構
な
の

で
す
。
私
の
思
想
も
、然
し
刻
々
に
変
る
だ
ら
う
。

な
ぜ
な
ら
、私
は
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
だ

か
ら
。
私
は
常
に
、よ
り
良
く
な
り
た
い
と
し
て
ゐ

る
の
だ
か
ら
。そ
し
て
、そ
の
結
果
と
し
て
、目
下
は
、

よ
り
悪
く
な
り
つ
ゝ
あ
る
や
う
で
す
。

　

君
の
マ
ジ
メ
な
、誠
実
な
魂
に
、私
は
、最
も
深
い

友
情
を
い
だ
い
て
を
り
ま
す
。
粗
雑
な
手
紙
か
ら
多

く
の
意
味
を
空
想
せ
ず
に
、た
ゞ
、友
情
だ
け
を
受

取
つ
て
お
い
て
く
れ
た
ま
へ
。
今
に
、本
を
送
つ
て

あ
げ
ま
す
。

　

私
の
や
う
に
、淪
落
、堕
落
の
ド
ン
底
を
の
た
う

つ
て
ゐ
る
魂
に
と
つ
て
も「
真
・
善
・
美
」を
も
と
め
る

こ
と
が
常
に
変
ら
ざ
る
悲
願
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
疑

り
給
ふ
な
。

　
　

昭
和
二
十
一
年
十
一
月
十
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口
安
吾

　

山
本
君
へ

　
　

本
書
簡
は「
堕
落
論
」「
白
痴
」が
発
表
さ
れ
た
一

九
四
六
年
に
、十
八
歳
の
高
校
生
か
ら
届
い
た
フ
ァ

ン
レ
タ
ー
に
安
吾
が
書
き
送
っ
た
返
信
で
あ
る
。

　

原
稿
用
紙
は「
創
生
社
」と
印
字
さ
れ
た
も
の
。
同

社
の
雑
誌『
青
年
文
化
』に
、安
吾
は「
模
範
少
年
に

疑
義
あ
り
」（
一
九
四
七
年
一
月
）と「
一
、わ
が
愛
読

の
書　

二
、青
年
に
読
ま
せ
た
い
本（
葉
書
回
答
）」

（
一
九
四
七
年
三
月
）を
寄
稿
し
て
い
る
。
本
書
簡
執

筆
時
は「
模
範
少
年
に
疑
義
あ
り
」が
創
生
社
に
渡
さ

れ
る
前
後
で
あ
り
、も
ら
っ
た
原
稿
用
紙
の
余
り
を

使
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

一
九
四
六
年
十
一
月
半
ば
頃
、大
阪
の
天
王
寺
商

業
高
校
三
年
生
だ
っ
た
山
本
明
青
年
は
、当
時
、実

家
の
商
家
を
継
ぐ
か
、自
分
の
夢
で
あ
る
ド
イ
ツ
言

語
学
の
探
求
に
向
か
う
か
、人
生
の
岐
路
に
立
っ
て

い
た
と
い
う
。
い
か
に
生
く
べ
き
か
人
生
の
方
向
性

に
指
針
を
得
た
い
と
思
い
、大
フ
ァ
ン
だ
っ
た
作
家

坂
口
安
吾
に
宛
て
て
手
紙
を
書
い
た（
住
所
が
和
歌

山
県
に
な
っ
て
い
る
の
は
、こ
の
頃
、明
の
父
親
が

死
去
し
た
た
め
、母
親
の
実
家
に
身
を
寄
せ
て
い
た

た
め
で
は
な
い
か
と
遺
族
は
い
う
）。

坂
口
安
吾
新
書
簡
発
見  

―「
堕
落
論
」発
表
の
年
、安
吾
が
一
青
年
に
送
っ
た
手
紙
―

解
題　
　

七
北
数
人


